
                      

 

 

  

 

          

    

     

 

 

 

 
 

以前参加させていただいた『講習会』で大変勉強になった内容をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

                

  

 

                                                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

（  令和 ５ 年 ９ 月 ２７ 日 発行 ) 

中央児童館 （福祉センター内） ４８－５６５６  

 

           

 

 

  

 

 

 

【ほめる】  と  【叱る】  について 

                          

 

★毎週火曜日 10：３0～15：00 

クラブ室にて開催しています。 

お母さんの他、お父さん、祖父母の皆さ

んもどうぞお気軽に遊びに来てください。 
      

 

赤ちゃん子育てサークル  

『 わにっこクラブ 』 

 

            ≪  おでかけ児童館  ≫       定員：先着３５名  
   大型バスに乗り大高山総合公園（鯵ヶ沢町）に出かけ、秋の心地よい自然の中で、開放感を

味わいながら楽しんできます。                           締切り ： １０月１０日（火）  

日  時  ：  １０月１４日（土）   9：００ ～ １６：００      

場  所  ：  大高山総合公園（鯵ヶ沢町）  雨天時：立佞武多の館（五所川原市） 

持ち物  ：   弁当・水筒・敷物・おやつ・帽子・雨具 など   

参加費  ：  ３００円   

 ※ゴーカート（有料）の利用はしません。 

 

 

 

 

～ ほめすぎる弊害として ～ 

・正解をコントロールするようになる。 

・子どもの楽しさを奪う。 

・自己判断ができなくなる。 

・興味がもてない、達成行動の減少 など 

 

① 喜びを共有する。 

② 子どもの目線でほめる。 

③ ほめる内容を考える。 

④ その子なりの頑張りを具体的にほめる。 

～ 叱りすぎる弊害として ～ 

・自尊心が著しく低下する。 

・自暴自棄になり、問題が拡大  

・自分の価値を感じなくなる。など 

① 事実を叱る。 

② Ⅰ（私）メッセージで伝える。 

③ 叱りのバリエーションを増やす。 

（簡潔に、時には感情的に） 

④ 怒りに振りまわされない。 

（子どもが大人の姿を見て、真似をしてもよ

いと思ってしまう。） 

 

で
は
、
ど
う
す
る
べ
き
か
？ 

『子どもは他社会との模索行動のなかで自力性や自己効力感を育成していく。家庭や養育者が『安全基地』

となり見守りながら、自己肯定感や自尊感情などを高めていくことができるようにしていくことが非常に

大事である。』とのことでした。 

児童館や職員が子どもたちにとって、『児童館なりの安全基地』になれるよう、一人ひとりを見守って

いきたいと思いました。 

 

 

 

４日（水）  なわとび検定 

１１日（水） チャレンジクッキング 参加費５０円 

～フライドポテトを作ろう！(マスクをしてね)～ 

１８日（水） ぬりえコンテスト 

２５日（水） 児童館ハロウィン 

 

血の模様付きの

   申込み書        学年  氏名                     
 

実施月日 行 事 〇印 参加費 

１０月１１日（水） チャレンジクッキング  ５０円 

１０月１４日（土） おでかけ児童館  ３００円 

１０月２７日（金） 科学あそび  １００円 

１０月２８日（土） スポーツ交流会と昼食会  ２００円 

アレルギーのある方はご記入ください。 参加費合計      円 
 

 

 

アレルギーのある方はご記入ください。                       

※ 児童館まで、参加費を添えて申込んでください。電話での受付もできます。 

材料準備の関係上、参加費の返金はできませんので、ご了承ください。 

 

            ≪ 科学あそび  ≫          定員：先着５０名  

三沢航空科学館の講師の方を招いてサイエンスショー（慣性の法則実験）を見たり、ワーク 

ショップで『分光万華鏡』を作ったりします。 

日  時  ：  １０月２７日（金）  １３：００ ～ １５：００            

場  所  ：  福祉センター３階  集会室 

参加費  ：  １００円          締切り ： １０月１２日（木）  

 ≪ スポーツ交流会 と 豚汁会 ≫    定員：先着 4０名  
スポネット弘前の方を講師に招いて、スポーツレクリエーションを行った後に、豚汁会(豚汁・ 

おにぎり２コ)を食べます。  ※昼食会のみの参加はできません。 

日  時  ：  １０月２８日（土）   １０：００ ～ １３：００          

場  所  ：  福祉センター３階  集会室 

持ち物  ：  水筒・汗拭きタオル（動きやすい服装・内履きズック）  

   参加費  ：  ２００円           締切り ： １０月２３日（月）  

 

１０月 チャレンジクラブ 

             

 

 

ふれあいクッキングⅡ ＜９月９日 実施＞ 

『 よくばりランチを作ろう 』 

少しずつ秋めいて過ごしやすい日も増えてきました。芸術、読書、スポーツ、行楽、充実の秋ですね。 

児童館には、いろいろな学年の子どもたちが集いますので、お互いに刺激を受けたり、いたわりの気持

ちをもってかかわったりなど、あそびや活動の積み重ねのなかから、個々の成長につながるきっかけの場

にもなっています。遊びのイメージや意見の食い違いなど、喧嘩やトラブルになることもありますが、経験

のなかからでしか、学び得ないことがたくさんありますので、その都度大切にかかわるようにしています。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低学年の参加者が多か

ったのですが、調理は

もちろんのこと片付け

も、自分でやれること

はないか積極的に   

母親クラブの皆さんと一緒に、カップ寿司・鶏肉 

のカレーピカタ・野菜スープを作りました。 

も自分でできることはないか探したり、意欲的

に動いたりしていました。最高のランチ完成！ 

 

～新しい職員が 

増えました～ 

９月１日より入職しました。 

児童支援員の藤田優里です。 

笑顔で頑張ります！ 

どうぞよろしくお願いします。 

回 覧 


